
救急安心電話相談（＃７００９）を

「知っている」約3割

「利用したい」7割以上

相談時間を令和２年度から延長

２ ３ 時 ま で →翌朝６時ま で

安全で安心できる生活を守るために必要なこと

「街頭防犯カメラやドライブレコーダーの普及」

５７．０％（前回４２．６％)

街頭防犯カメラの数及び設置地区を拡充予定

５ ０ 台 →１２０台

第５７回県政に関する世論調査の活用について
～調査結果の活用例をご紹介します～

ワーク・ライフ・バランスが「実現できている」

４６．４% （前回４２．２％）

企業向けセミナーの開催

社会保険労務士や中小企業診断士等の専門家を働き方

改革アドバイザーとして企業へ派遣

電話de詐欺対策として、自宅の電話機への対策

「何もしていない」2割台半ば

内「対策を知らない」3割台半ば

迷惑電話対策機器デモンストレーション資機材を

活用した実演

個別訪問による留守番電話設定等の働きかけ

（令和元年度実績：4,685世帯）

救急安心電話相談について
（健康福祉部 医療整備課）

県民の治安に対する意識と警察に求めること
について （警察本部 警務課）

ワーク・ライフ・バランスについて
（商工労働部 雇用労働課）

電話de詐欺への対策について
（警察本部 生活安全総務課）


